


（参考資料） ２００４年度 中間決算説明会資料 (2/7)

＜固定資産 計＞ 2,833 2,815 △ 19 △0.7%

資産合計 4,751 4,854 102 2.2%

支払手形・買掛金 690 738 48 6.9%

有利子負債 1,843 1,784 △ 59 △3.2%◇  ＭＧＣ 23億円減、連結子会社 35億円減

その他負債 349 350 1 0.2%

＜負債 計＞ 2,883 2,872 △ 10 △0.4%

＜少数株主持分＞ 63 68 4 6.9%

資本金･資本剰余金 775 775 0 0

◇ 中間純利益118億円。

土地再評価差額金 2 2 0 0

その他有価証券評価差額金
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（参考資料） ２００４年度 中間決算説明会資料 (7/7) ２００４年１１月１９日
三菱ガス化学株式会社

８．連結カンパニー別 ２００４年度 売上高・損益増減比較（対前年実績） （単位：億円）

０３年度

　　PX-PTAは下期も引き続き堅調。ﾍﾞﾝｾﾞﾝ価格も高値維持。MXﾅｲﾛﾝ米国稼動予定。

　　特殊芳香族は在庫調整の終了を下期見込む。

　　売上高増分のうち２割弱はAGIC子会社化､会計方処理変更によるもの。

◇機能化学品カンパニー

　　過酸化水素･水処理剤は季節要因で下期は若干ﾏｲﾅｽ。

　　上期堅調だったｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ関連化学品は一部需要に一服感。但し期初想定は上回る見込み。

　　PC、POM等は需要堅調で数量は見込みどおり。売上高には原料価格上昇分の転嫁を見込む。

◇特殊機能材カンパニー

　　上期好調の電子材料は年明け以降の需要に不透明感。下期は売上減少するが現状受注残もあり

　　大きくは崩れず｡期初想定並みを見込む。

　　ｴｰｼﾞﾚｽはほぼ当初予想通りの推移。

　　情報機能材は依然需要低調。下期ｶﾞｰﾈｯﾄ膜は低水準ながらも当初予想並みの回復を見込む。
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